


























































































































































































































































































































































































































１） Community based tourismは，「コミュニティを基礎にしたツーリズム」を意味し，本来「コ
ミュニティ・ベースト・ツーリズム」，というべきであろうが，ベーストでは意味が分かりに
くいために，表記としては「コミュニティ・ベース・ツーリズム」とした。
２） 「隠された共同性」については既に別のところで論じている。『情報ネットワーク社会とコ
ミュニティ』参照。
３） 黒田由彦『ローカリティの社会学』ハーベスト社，2013年，第１章参考。
４） 同上，10頁。
５） 同上，32頁。
６） 同上，33頁。
７） 同上，34頁，西山八重子の叙述。
８） タイ国が中進国といわれるのにふさわしいことについては，以下の文献を参照。末廣昭『中
進国　タイの模索』岩波新書，2009年，バンコク日本人商工会議所の資料による。
９） 世界都市論，グローバルシティの議論については，サスキア・サッセン『グローバル・シ
ティ』筑摩書房，2008年，マニュエル・カステル『都市・情報・グローバル経済』青木書店，
1999年。他，多数ある。
10） 地域社会学会年報 第24集『リスケーリング下の国家と地域社会』５頁。
11） 同上，６頁。
12） 岩崎信彦，似田貝香門，古城利明，矢沢澄子・監修『講座　地域社会学３──地域社会の政
策とガバナンス』東信堂，2006年，149頁。
13） 西山八重子『分断社会と都市ガバナンス』日本経済評論社，2011年，11頁。
14） 同上。
15） 同上。
16） 同上，13頁。
17） 「隠れた共同性」の議論は，『情報ネットワーク社会とコミュニティ』第２章を参照のこと。
